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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月16日(2009.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）固液混合物に圧力を加える手段と、（ｂ）固液混合物に均一磁場、傾斜磁場また
は両方を、ケークろ過が生じる装置の領域の一部または全てに印加する手段とを含んでな
る、磁気粒子を含有する固液混合物のケークろ過固液分離用装置。
【請求項２】
　固液混合物に、ケークろ過が生じる装置の領域の全てにおいて、均一磁場、傾斜磁場ま
たは両方が印加される請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　固液混合物に、均一磁場、傾斜磁場または両方を印加する手段がソレノイドを含んでな
る請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　固液混合物に圧力を加える手段が、機械的圧力、ガス圧力、静水圧、流体力学上の圧力
および重力圧よりなる群のうち１つもしくはそれ以上の要素から選択される請求項１に記
載の装置。
【請求項５】
　均一磁場が、固液混合物にかかる圧力の方向に垂直、平行または逆平行である請求項１
に記載の装置。
【請求項６】
　磁気粒子を含有する固液混合物のクロスフローろ過固液分離用装置であって、ろ過が生
じる装置の領域がろ過材料に囲まれており、ろ過が生じる装置の領域に傾斜磁場を提供す
る手段を含んでなる装置。
【請求項７】
　傾斜磁場が、ろ過が生じる装置の領域の中心へ向かうように、そしてろ過材料から離れ
るように磁気粒子を引き付ける力を与える請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　ろ過が生じる装置の領域に傾斜磁場を提供する手段が、磁場に配置されると傾斜磁場を
与える材料を含んでなる請求項６に記載の装置。
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【請求項９】
　ろ過が生じる装置の領域は、軸を有する管として形成され、１つもしくはそれ以上の鋼
線または棒が、前記管の軸近傍に管の長さに沿って配置されている請求項６に記載の装置
。
【請求項１０】
　磁場を提供する手段をさらに含んでなる請求項６に記載の装置。
【請求項１１】
　磁気粒子を含有する固液混合物のキャンドルろ過固液分離用装置であって、ろ過が生じ
る装置の領域がろ過材料で構成された複数の管を含んでなり、ろ過が生じる装置の領域に
傾斜磁場を提供する手段を含んでなる装置。
【請求項１２】
　傾斜磁場が、各管の中心へ向かうように、そしてろ過材料から離れるように磁気粒子を
引き付ける力を与える請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　ろ過が生じる装置の領域に傾斜磁場を提供する手段が、磁場に配置されると傾斜磁場を
与える材料を含んでなる請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　磁場に配置されると傾斜磁場を与える材料が、１つもしくはそれ以上の管に配置された
１つもしくはそれ以上の鋼線または棒である請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　磁場を提供する手段をさらに含んでなる請求項１１に記載の装置。
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